
◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
（
増
田
定

聖
氏
・
関
谷
秀
子
氏
）

Q　
再
任
時
の
年
齢
条
件
と
、
市
内

人
権
擁
護
委
員
の
年
齢
構
成
、
男
女

比
は
。

A　
年
齢
条
件
は
、
新
任
の
候
補
者

に
つ
い
て
は
65
歳
以
下
の
者
、
再
任

の
候
補
者
に
つ
い
て
は
75
歳
未
満
の

者
で
あ
る
。
平
成
20
年
4
月
1
日
現

在
の
平
均
年
齢
は
62
・
36
歳
で
、
男

性
が
6
名
、
女
性
5
名
の
構
成
で
あ

る
。

◆
地
区
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

改
正

Q　
狭
山
市
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
の
、
地
区
別
利
用
者
の
割
合
は
。

A　
午
後
5
時
か
ら
8
時
半
ま
で
の

申
請
件
数
の
比
率
は
、
19
年
度
で
西

武
線
西
側
が
約
43
・
8
％
、
東
側
は

56
・
2
％
で
あ
る
。

Q　
統
合
後
の
、
開
館
時
間
も
含
め

た
体
制
は
。

A　
統
合
後
も
、
午
前
8
時
半
か
ら

午
後
8
時
半
ま
で
業
務
を
行
う
。
セ

ン
タ
ー
の
職
員
と
同
じ
場
所
で
行
う

た
め
、
よ
り
効
率
的
な
運
用
が
図
れ

る
と
考
え
る
。

Q　
看
板
や
書
類
な
ど
の
変
更
に
か

か
る
費
用
の
見
込
み
額
は
。

A　
直
接
的
な
経
費
と
し
て
、
看
板

が
5
万
円
程
度
、
公
印
等
が
2
万
円

程
度
で
、
概
ね
7
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

Q　
呼
称
変
更
の
市
民
へ
の
周
知
方

法
は
。

A　
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
、
地
域
の
方
へ
の
説
明
、
回
覧

の
活
用
等
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え

周
知
し
て
い
く
。

◆
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例
の
一
部

改
正

Q　
認
可
地
縁
団
体
と
は
ど
の
よ
う

な
団
体
で
、
市
内
に
い
く
つ
あ
る
の

か
。
印
鑑
を
登
録
し
て
い
る
団
体
数

は
。

A　
地
域
の
一
定
区
域
の
中
の
団
体
、

地
縁
的
な
組
織
で
あ
る
自
治
会
等
の

こ
と
を
い
う
。
現
在
、
市
内
で
13
自

治
会
が
認
可
地
縁
団
体
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
中
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い

る
自
治
会
は
1
自
治
会
で
あ
る
。

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休

暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

Q　
特
別
休
暇
の
取
得
可
能
日
数
は
。

ま
た
、
有
給
休
暇
な
の
か
、
無
給
休

暇
な
の
か
。
有
給
の
場
合
、
通
常
の

年
次
有
給
休
暇
と
は
別
に
取
得
が
で

き
る
の
か
。

A　
裁
判
に
必
要
な
日
数
と
し
、
年

次
有
給
休
暇
と
は
別
に
取
得
す
る
有

給
の
特
別
休
暇
と
す
る
。

◆
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一
部
改
正

Q　
基
金
の
残
高
と
、
ど
こ
の
土
地

を
買
い
戻
す
の
か
。

A　
基
金
の
残
高
が
平
成
20
年
3
月

末
現
在
で
約
10
億
５
０
０
０
万
円
、

買
戻
し
の
対
象
地
は
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
寿
荘
」
の
隣
接
地
、
約
１

億
４
０
０
０
万
円
、
柏
原
中
学
校
北

側
用
地
、
約
８
億
１
０
０
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

Q　
土
地
開
発
公
社
が
所
有
し
、
市

が
買
い
戻
す
土
地
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A　
12
件
所
有
し
、
価
格
は
、
用
地

費
、
補
償
費
、
測
量
試
験
費
等
込
み

で
、
約
23
億
１
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Q　
指
定
に
あ
た
っ
て
は
利
用
者
か

ら
の
声
を
ど
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る

か
。

A　
担
当
所
管
で
定
期
的
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
現
場
の
確
認
も

行
っ
て
い
る
。
利
用
者
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
今

回
の
指
定
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
辺
も

踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Q　
今
回
、
指
定
業
者
か
ら
提
案
さ

れ
て
い
る
新
規
事
業
の
内
容
は
。

A　
初
心
者
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

教
室
、
気
軽
な
趣
味
講
座
、
女
性
の

日
曜
大
工
教
室
、
介
護
予
防
教
室
な

ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Q　
今
回
、
指
定
管
理
者
が
変
更
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
状
況
は
。

A　
特
に
大
き
な
事
故
や
、
苦
情
も

な
く
、
概
ね
良
好
な
管
理
、
運
営
が

で
き
て
い
た
。
ま
た
、
開
始
時
間
や

日
数
の
拡
大
、
利
用
者
数
の
増
加
、

行
政
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
が
図
ら

れ
、
制
度
の
初
期
の
目
的
は
概
ね
達

成
で
き
た
と
考
え
る
。

　

市
内
15
施
設
に
係
る
「
指
定
管
理
者
の
指
定
」
な
ど
市
長
提
出
議
案

26
議
案
の
ほ
か
議
員
提
出
議
案
４
議
案
、「
平
成
19
年
度
一
般
会
計
決

算
」
等
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決(

同
意
・
認

定
を
含
む)

し
ま
し
た
。

12

月

定

例

会

主
な
議
案
審
議（
本
会
議
）

 
よ
り
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

指
定
管
理
者
を
決
定

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
狭
山
市

土
地
開
発
基
金
を
活
用
し
、
土
地
開

発
公
社
が
所
有
す
る
土
地
の
買
戻
し

の
促
進
を
図
る
も
の

社
会
福
祉
会
館
の
指
定
管
理
者
に
社

会
福
祉
法
人
狭
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
を
指
定
す
る
も
の

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

に
社
会
福
祉
法
人
狭
山
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
指
定
す
る
も
の

駅
・
上
諏
訪
）
を
入
間
川
地
区
セ
ン

タ
ー
に
統
合
す
る
も
の
。
入
間
地
区

の
呼
称
が
入
曽
地
区
に
変
更
と
な
る

こ
と
か
ら
、
入
間
地
区
セ
ン
タ
ー
の

名
称
を
入
曽
地
区
セ
ン
タ
ー
に
改
め

る
も
の

裁
判
員
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
職
員

が
裁
判
員
と
し
て
裁
判
所
に
出
頭
す

る
場
合
の
特
別
休
暇
の
扱
い
を
定
め

る
も
の

第
二
児
童
館
の
指
定
管
理
者
に
企
業

組
合
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団
を
指
定

す
る
も
の

（ � ）



◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Q　
４
館
の
児
童
館
を
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
者
が
運
営
し
て
い
く
が
合
同
事

業
な
ど
、
今
後
の
体
制
は
。

A　
中
央
児
童
館
を
中
心
と
し
て
、

市
と
の
連
絡
調
整
、
館
長
会
議
、
４

館
合
同
事
業
な
ど
定
期
的
に
実
施
し
、

進
め
て
い
き
た
い
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Q　
こ
れ
ま
で
の
運
営
の
中
で
、
協

定
書
の
内
容
は
守
ら
れ
て
い
た
か
。

ま
た
、
市
の
評
価
は
。

A　
利
用
者
へ
の
対
応
、
施
設
機
能

及
び
財
政
的
満
足
度
、
厳
格
な
コ
ス

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
提
案
さ
れ
た

内
容
は
、
年
度
毎
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
し
て
お
り
、
特
に
大
き
な
事
故
や

苦
情
も
な
く
、
概
ね
良
好
な
運
営
が

さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
コ
ス
ト
の
削

減
な
ど
が
図
ら
れ
、
初
期
の
目
的
は

達
成
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。
た
だ
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
今

後
、
一
層
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

Q　
新
た
な
指
定
管
理
者
の
取
り
組

み
の
内
容
は
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
利
用
者
の
声
を
生

か
し
て
い
る
の
か
。

A　
プ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー
の
照
明
器
具

の
変
更
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
、
高
輝

度
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
設
置
に
よ

る
省
エ
ネ
と
と
も
に
、
明
る
い
雰
囲

気
づ
く
り
に
努
め
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
十

分
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
い
く
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Q　
指
定
管
理
者
の
変
更
に
よ
る
職

員
の
処
遇
は
。

A　
施
設
全
体
で
は
４
名
の
プ
ロ
パ

ー
が
配
属
さ
れ
て
い
る
が
、
継
続
雇

用
、
職
の
確
保
に
努
力
し
て
い
く
。

反
対
討
論　

猪
股　

嘉
直　

議
員

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Q　
営
業
日
数
等
の
明
記
が
な
い
が
、

利
用
者
に
不
利
益
は
な
い
の
か
。

A　
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
の
有
効

活
用
な
ど
の
観
点
か
ら
、
事
業
者
と

協
議
す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Q　
利
用
者
の
満
足
度
調
査
を
実
施

し
て
い
る
の
か
。ま
た
、そ
の
評
価
は
。

A　
平
成
18
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
利
用
の
し
や
す
さ
、
職
員

の
対
応
等
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
。

今
回
の
指
定
管
理
者
候
補
者
に
つ
い

て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
箱
の
設
置
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、
連
絡
協
議
会
等
で
意
見

収
集
す
る
提
案
が
さ
れ
て
い
る
。

Q　
今
回
、
改
善
さ
れ
る
点
は
。

A　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
つ
い
て
、

機
器
、
照
明
器
具
の
増
設
、
講
習
会

の
増
加
な
ど
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
幅
広
い
世
代
を
対
象
に
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
更
に
一
部
無

料
の
教
室
の
開
催
な
ど
自
主
事
業
の

充
実
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

Q　
自
主
事
業
の
実
施
が
、
既
存
の

利
用
者
等
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
か
。

A　
業
務
の
仕
様
書
等
に
あ
ら
か
じ

め
、
一
般
利
用
者
の
妨
げ
に
な
ら
な

い
よ
う
明
記
し
て
あ
る
が
、
今
後
、

事
業
者
と
の
協
議
の
中
で
指
導
を
徹

底
し
て
い
く
。

議
員
提
出
議
案

◆
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
の
早

期
救
出
と
政
府
未
認
定
の
特
定
失
踪

者
の
真
相
究
明
を
求
め
る
意
見
書

（
別
掲
）

提
出
議
員　

田　

村　

秀　

二　

◆
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
の

家
賃
減
免
等
の
措
置
を
求
め
る
意
見

書
（
別
掲
）

提
出
議
員　

小  

谷  

野　
　

剛　

◆
緊
急
的
な
企
業
、
雇
用
支
援
を
求

め
る
決
議
（
別
掲
）

提
出
議
員　

小  

谷  

野　
　

剛　

◆
田
中
寿
夫
議
員
に
対
し
再
度
、
反

省
と
謝
罪
を
求
め
る
決
議
（
別
掲
）

提
出
議
員　

尾　

崎　

忠　

也　

◆
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

◆
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
地
域
新
事
業
創
出
基
盤
施
設
条
例
の
一
部
改
正

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
（
高
齢
者
事
業
セ
ン
タ
ー
・
商
工
会
館
・
地
域
新
事
業
創
出

　

基
盤
施
設
・
都
市
緑
化
植
物
園
・
智
光
山
公
園
こ
ど
も
動
物
園
）

◆
平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
平
成
20
年
度
狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
変
更

第三児童館

第
三
児
童
館
の
指
定
管
理
者
に
大
新

東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱
を
指
定

す
る
も
の

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
に
毎
日
・
首
都
圏
・
狭
山
共
同

事
業
体
を
指
定
す
る
も
の

智
光
山
荘
の
指
定
管
理
者
に
㈲
戸
口

工
業
を
指
定
す
る
も
の

市
民
総
合
体
育
館
の
指
定
管
理
者
に

智
光
山
ス
ポ
ー
ツ
振
興
管
理
グ
ル
ー

プ
を
指
定
す
る
も
の

市民総合体育館

　

そ
の
ほ
か
の
議
案

※
指
定
管
理
者
制
度
…
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
民
間
の
事
業
者
等
に
代
行
さ
せ
る
も
の
。

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

に
㈲
戸
口
工
業
を
指
定
す
る
も
の

（ � ）



　平成 20 年 12 月定例会初日、継続審査になっていた平成 19 年度一般
会計決算議案について、決算特別委員会の審査結果が要望指摘事項を付し
て報告され、採決の結果、原案のとおり認定しました。
反対討論　猪股 嘉直 議員
賛成討論　栗原　 武 議員

要望指摘事項（要約）
１　臨時職員が多く継続的雇用もなされている中で、職員課採用と所管課採用を職員課に一元化するとともに

正規職員の採用について、将来計画を策定されたい。
２　防災施策については、アレルギー除去食品の常備、災害時要援護者への対応、職員の参集システムの登録

率を１００％に高め、市の防災体制を確立されたい。
３　窓口業務において、明るく笑顔の対応に努め、相談業務については、新たなＰＲ方法を検討されたい。
４　厳しい行革を進めている中で、システム開発においても近隣市と共同開発するなど、経費節減を積極的に

研究されたい。
５　環境先進市としての責務として、マイバック推進に向け、更なる行動を起こされたい。
６　ごみの集団回収事業補助金は、更なる普及を進めるよう、３ヶ月に１回の支払を毎月に改められたい。
７　後継者不足の中で、農業を続けていくため、希望のもてる地場産農作物を含めた新規事業を研究するとと

もに、地産地消を強力に進め、学校給食に市内の食材等の調達率を高める努力をされたい。
８　店舗・住宅リフォーム補助金については、店舗と住宅を別々の制度で対応するとともに、施工業者への周

知を徹底し、併せて予算の増額を図られたい。
９　公園や水路の維持管理について、予算の確保につとめ、清掃、除草など適正な管理に努められたい。
10　狭山市駅西口再開発事業地内の諸工事において、下請け工事についても市内業者に優先して発注するよう

都市再生機構及び元請業者に対し強力に要請されたい。
11　赤坂の森公園多目的グランドについては、地元の意見も含め、施設の利用価値を高める方策を検討されたい。
12　保護者等からの不当な要求に対しては、教育委員会として毅然とした対応で臨まれたい。
13　学力・学習状況調査の結果を踏まえ、教育委員会は各学校ごとの課題を明確にし、学力向上に向けた指導

体制を強化されたい。
14　過去の決算特別委員会における要望指摘事項のうち、未処理の事項については、早急に対処されたい。

平成 19 年度一般会計決算を認定

議
会
日
誌

3
日 

6
～
8
日　

7
日

8
～
13
日

10
日

15
～
17
日

20
～
21
日

21
日　

23 

～
24
日

28
日

5
～
6
日

12
日

13
日

18
日

27
日

▽
決
算
特
別
委
員
会
（
9
日　

11
月
4
日
に
も
開
催
）

▽
建
設
委
員
会
行
政
視
察

・
中
央
三
丁
目
土
地
区
画
整
理
事
業
と
宇
部
新
川
駅
沖
ノ
山
線
整
備

事
業
（
山
口
県
宇
部
市
）

・
駅
前
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
等
（
山
口
県
長
門
市
）

・
景
観
計
画
策
定
と
屋
外
広
告
物
条
例
制
定
（
山
口
県
萩
市
）

▽
総
務
経
済
委
員
会
行
政
視
察
（
山
梨
県
甲
府
市
）

・
こ
う
ふ
Ｄ
Ｏ[

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ]

計
画

▽
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
ー
ジ
ン
ト
ン
市
へ
議
長
が
公
式
訪
問

▽
議
会
運
営
委
員
会
（
11
月
10
日 

20
日
も
開
催
）

▽
文
教
厚
生
委
員
会
行
政
視
察

・
小
児
救
急
医
療
の
推
進
（
滋
賀
県
草
津
市
）

・
み
や
こ
子
ど
も
土
曜
塾
・
子
ど
も
を
共
に
育
む
京
都
市
民
憲
章

　
（
京
都
府
京
都
市
）

・
地
球
温
暖
化
防
止
地
域
計
画
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
マ
イ
ナ
ス
・
70

　

プ
ラ
ン
（
大
阪
府
豊
中
市
）

▽
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察　
　

・
一
般
質
問
の
対
面
式
・
一
問
一
答
制
等
（
栃
木
県
栃
木
市
）

・
代
表
質
問
の
見
直
し[

リ
レ
ー
方
式]

等
（
栃
木
県
足
利
市
）

▽
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

　

へ
議
長
出
席
（
東
京
都
千
代
田
区
）

▽
第
70
回
全
国
都
市
問
題
会
議
へ
正
副
議
長
出
席
（
新
潟
県
新
潟
市
）

▽
北
関
東
防
衛
局
、
入
間
基
地
に
要
望
書
提
出

▽
基
地
対
策
特
別
委
員
会
行
政
視
察
（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
）

　

・
鹿
屋
市
に
お
け
る
基
地
対
策
状
況
等

・
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
基
地
の
状
況

▽
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
関
東
部
会
総
会
へ
議
長
出
席

　
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

▽
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
第
70
回
理
事
会
へ
議
長
出
席

　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

▽
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

▽
平
成
20
年
12
月
定
例
会
開
会
（
会
期
19
日
間
）

10　

月

11　

月

（ � ）


